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最
近
、
こ
の
分
野
の
研
究
は
、
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
特
に
郡
代
、
代
官
に
つ
い
て
は
、
幕
府
領
と
同
じ

く
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
幕
府
代
官
所
史
料
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
存
在
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
固
有
の
代
官
史
料
が
少
な
い
た
め
、
幕
府
勘
定
所
の
財
政
史
料
、
ま
た
、
幕
府
領
の
地
方
文
書
の
一
部
に
よ
っ
て
補
充

し
、
郡
代
・
代
官
の
実
態
や
地
方
行
政
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
江
戸
幕
府
文
書
の
う
ち
、
最
も
多
様
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
が
代
官
史
料
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
郡
代
・
代

官
が
幕
府
権
力
の
末
端
に
位
置
し
て
地
方
行
政
を
担
当
し
、
管
轄
下
の
農
民
と
の
接
点
に
位
置
し
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
幕
府
法
令
の
有
効
性

を
確
認
す
る
に
は
、
幕
府
史
料
と
地
方
史
料
の
両
面
か
ら
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
固
有
の
代
官
所
作
成
文
書
に

つ
い
て
の
古
文
書
学
的
体
系
と
分
類
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
面
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
研
究
を
促
進
さ
せ
て
い
く
た
め
、
現
段
階
に
お

江
戸
幕
府
の
政
治
の
展
開
に
お
い
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
分
野
に
地
方
行
政
が
あ
る
。
幕
府
領
四
百
数
十
万
石
を
統
一
支
配
し
、
政
治
・
財

政
基
盤
と
し
て
掌
握
し
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
地
方
行
政
を
主
と
し
て
担
当
し
た
の
は
、
京
都
所
司
代
を
筆
頭
と
し

た
老
中
支
配
下
の
遠
国
奉
行
と
勘
定
奉
行
支
配
下
の
郡
代
・
代
官
で
あ
る
。
前
者
は
直
轄
の
要
地
や
都
市
を
支
配
し
、
後
者
は
農
・
山
・
漁
村

の
幕
府
領
を
管
轄
し
て
い
た
。

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

は
じ
め
に

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格

村
上
直
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江
戸
幕
府
が
統
一
権
力
と
し
て
、
二
六
五
年
に
わ
た
っ
て
政
権
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
幕
府
直
轄
体
制
の
拡
充
と
周

到
な
地
方
行
政
が
行
わ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
。
徳
川
政
権
は
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
の
関
東
入
国
当
初
か
ら
、
財
政
・
農
政
に
手
腕

の
あ
る
地
方
巧
者
、
つ
ま
り
役
方
の
家
臣
を
重
要
な
位
置
に
配
し
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
関
東
。
東
海
筋
に
お
け
る
代
官
頭
で

あ
り
、
ま
た
注
目
す
べ
き
は
畿
内
・
近
国
空
豪
商
代
官
で
あ
る
。

代
官
頭
と
は
有
力
な
大
代
官
の
呼
称
で
あ
り
、
古
文
書
に
よ
る
直
接
の
用
語
で
は
な
く
、
歴
史
的
性
格
に
基
づ
く
造
成
語
で
あ
る
。
一
般
に

一
一
一
河
譜
代
の
伊
奈
忠
次
（
伽
前
守
）
、
武
川
旧
臣
の
大
久
保
長
安
（
石
見
守
）
、
今
川
旧
臣
の
彦
坂
元
正
、
長
谷
川
長
綱
ら
の
地
方
巧
者
を
い

う
。
彼
ら
は
関
東
入
国
以
前
か
ら
、
す
で
に
検
地
や
給
人
知
行
を
担
当
し
た
が
、
入
国
以
後
は
徳
川
家
康
の
側
近
グ
ル
ー
プ
の
一
翼
を
形
成

し
、
幕
政
に
参
画
し
な
が
ら
直
接
、
配
下
の
代
官
・
手
代
や
下
代
を
指
揮
し
初
期
地
方
行
政
を
実
施
し
た
。
特
に
在
村
の
陣
屋
を
中
心
に
、
各

自
が
個
別
支
配
を
行
う
と
共
に
、
他
方
で
は
、
代
官
頭
・
関
東
総
奉
行
な
ど
に
よ
る
連
署
形
式
の
発
給
文
書
に
よ
っ
て
、
関
東
全
域
の
支
配
に

当
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
代
官
頭
は
独
自
の
仕
法
に
よ
る
検
地
・
灌
慨
・
治
水
な
ど
の
経
済
基
盤
の
拡
充
、
交
通
政
策
の
確
立
、
鉱
山
開
発
、

都
市
（
町
）
の
建
設
な
ど
、
幕
府
財
政
の
基
礎
固
め
に
多
く
の
事
績
を
残
し
た
が
、
慶
長
年
間
に
は
消
滅
し
、
そ
の
広
大
な
支
配
地
は
配
下
の

代
官
・
手
代
に
よ
っ
て
分
轄
支
配
さ
れ
て
い
っ
た
。

豪
商
代
官
に
は
豊
臣
政
権
以
来
の
朱
印
船
貿
易
家
と
し
て
知
ら
れ
た
茶
屋
清
延
（
四
郎
次
郎
）
・
角
倉
了
以
・
末
吉
利
方
（
勘
兵
衛
）
・
平

野
政
貞
（
藤
次
郎
）
ら
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
年
貢
米
の
換
金
な
ど
経
済
政
策
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
の
代
官
制
度
の
先
縦
は
、
一
応
、
戦
国
時
代
や
織
豊
政
権
下
に
お
け
る
代
官
の
存
在
形
態
や
機
能
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
近
世
の
代
官
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
代
官
頭
が
消
滅
し
た
の
ち
、
元
和
期
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
幕
府
の
職
制

が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
官
頭
は
そ
の
存
在
が
江
戸
幕
府
に
と
っ
て
怪
桔
化
し
て
く
る
と
、
伊

奈
氏
の
系
譜
が
関
東
郡
代
を
世
襲
し
た
以
外
は
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
頃
ま
で
に
病
死
や
失
脚
な
ど
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ

け
る
代
官
関
係
史
料
の
実
態
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

法
政
史
学
第
三
十
八
号

代
官
支
配
と
幕
府
領

一

一
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る
が
、
他
方
で
は
、
畿
内
・
近
国
の
豪
商
代
官
も
海
外
貿
易
が
制
限
さ
れ
て
く
る
と
、
次
第
に
吏
僚
化
の
方
向
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
の
直
轄
領
の
管
轄
は
、
の
ち
に
老
中
支
配
に
移
っ
た
関
東
郡
代
を
除
く
と
、
一
般
に
は
勘
定
頭
（
Ⅱ
勘
定
奉
行
）
ｌ
郡
代
・
代
官

の
支
配
系
統
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
特
に
幕
府
領
の
行
政
は
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
’
二
月
、
勘
定
所
の
職
掌
が
上
方
と
関
東
方
に
二

分
さ
れ
る
と
、
代
官
も
上
方
代
官
と
関
東
方
代
官
の
呼
称
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
た
が
、
同
一
九
年
（
一
六
四
二
）
勘
定
頭
が
正
式
に
制
度
化
す

る
と
、
関
東
郡
代
や
代
官
の
職
掌
も
明
確
と
な
り
、
地
方
行
政
は
勘
定
頭
の
も
と
に
郡
代
・
代
官
は
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
領
は
、
寛
永
期
か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
、
全
国
的
な
幕
府
領
の
分
布
が
承
ら
れ
た
が
、
そ
の
間
に
関
東
の
陣
屋
支
配
の
廃
止
と
代
官
の

江
戸
定
府
に
と
も
な
い
、
各
地
の
幕
府
領
に
は
代
官
所
が
設
け
ら
れ
、
幕
政
の
浸
透
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
地
域
に
よ
っ
て

は
、
｜
村
を
複
数
の
代
官
に
よ
っ
て
支
配
す
る
相
代
官
制
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

初
期
代
官
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
の
「
武
鑑
』
に
よ
る
と
、
廷
七
一
名
（
代
官
六
九
名
、
兼
任
代
官
二
人
）
の
代
官
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
、
八
○
名
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
及
び
、
三
河
譜
代
の
他
、
武
田
・
今
川
・
北
条
の
旧
臣
を
中
心
に
地
方
巧
者
か
ら
任

ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
代
官
は
、
関
東
入
国
後
、
慶
長
年
間
に
お
い
て
は
、
代
官
頭
の
配
下
に
お
い
て
陣
屋
支
配
に
よ

り
な
が
ら
地
域
の
開
発
や
検
地
、
年
貢
の
収
納
に
当
っ
て
い
た
。
や
が
て
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
の
幕
府
法
令
に
よ
る
と
地
払
い
や
手
作
り

が
禁
止
さ
れ
、
年
貢
の
収
納
を
確
実
化
し
て
い
く
た
め
、
農
業
経
営
の
維
持
を
は
か
る
こ
と
が
主
要
任
務
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
は
、
二
代
将
軍
家
光
の
寛
永
末
年
か
ら
慶
安
期
に
か
け
て
一
連
の
農
政
を
推
進
し
て
い
く
が
、
さ
ら
に
寛
文
・
延
宝
期
を
画
期
と

し
、
天
和
期
か
ら
享
保
期
に
は
代
官
の
性
格
の
転
換
を
積
極
的
に
は
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
、
顕
著
に
な
っ
て
き
た
年
貢
額
の
減
少

は
、
在
地
性
の
強
い
給
人
代
官
が
世
襲
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
と
し
て
、
代
官
に
対
す
る
勤
務
評
定
を
強
め
な
が
ら
、

し
だ
い
に
純
粋
な
地
方
徴
税
官
へ
の
移
行
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
関
東
で
は
代
官
の
江
戸
定
府
を
促
進
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

幕
府
領
支
配
の
集
権
化
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

五
代
将
軍
綱
吉
は
、
将
軍
就
任
と
と
も
に
幕
府
領
行
政
の
刷
新
を
は
か
っ
て
い
る
。
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
閏
八
月
、
代
官
心
得
と
し
て

（
１
）

七
ケ
条
の
法
令
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
第
一
条
で
は
「
民
は
国
之
本
也
、
御
代
官
之
面
々
常
に
民
之
辛
苦
を
能
察
し
、
飢
寒
等
之
愁

無
し
之
様
一
一
可
し
被
二
申
付
一
事
」
、
ま
た
、
第
三
条
で
は
「
民
は
上
之
遠
き
ゆ
へ
に
疑
有
も
の
な
り
、
此
故
に
上
よ
り
も
又
下
を
疑
事
多
し
、
上

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）
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幕
府
領
は
、
関
ヶ
原
の
戦
、
大
坂
の
陣
を
経
て
拡
大
さ
れ
た
が
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
は
四
○
○
万
五
六
二
一
一
一
石
、
正
徳
三
年
（
一

七
一
一
一
一
）
の
代
官
数
は
六
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
享
保
一
五
年
（
一
七
一
一
一
○
）
に
は
四
四
八
万
一
○
五
六
石
と
な
り
、
大
名
預
所
・
遠
国
奉
行

を
除
く
と
、
郡
代
・
代
官
支
配
地
は
、
そ
の
八
○
・
四
％
に
当
た
る
三
六
○
万
一
一
一
一
一
八
○
石
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
郡
代
・
代
官
数
は

四
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
幕
府
領
は
全
国
六
八
か
国
の
六
九
％
に
当
る
四
七
か
国
に
拡
大
分
布
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
反
し
、
代
官
（
郡

（
３
）

代
）
数
は
減
少
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
幕
府
領
の
全
国
分
散
性
は
、
そ
の
支
配
の
た
め
に
官
僚
的
な
組
織
の
形
成
を
必
然
化
さ
せ
、

精
繊
な
行
政
・
財
務
機
構
を
一
発
達
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
の
政
治
組
織
に
お
い
て
、
財
務
・
農
政
を
担
当
す
る
役
所
は
勘
定
所
で
あ
る
。
江
戸
城
内
の
殿
中
勘
定
所
と
大
手
門
内
の
下
勘
定

前
の
二
か
所
が
あ
り
、
勘
定
奉
行
の
下
に
各
勘
定
組
頭
、
勘
定
、
支
配
勘
定
な
ど
が
い
た
。
元
禄
か
ら
享
保
年
間
に
か
げ
て
、
こ
の
勘
定
所
系

統
か
ら
の
代
官
へ
の
登
用
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
が
、
と
く
に
支
配
勘
定
↓
勘
定
（
組
頭
）
↓
代
官
と
い
う
昇
進
ル
ー
ト
は
明
確
に
な
っ
て
い

く
。
代
官
が
勘
定
方
よ
り
昇
進
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は
、
元
禄
期
に
な
る
と
急
増
し
て
四
○
名
、
宝
永
期
が
一
六
名
、
正
徳
期
が
二
○
名
、
さ
ら

に
享
保
期
が
四
三
名
と
増
加
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
代
官
の
後
役
に
も
享
保
期
に
は
、
勘
定
所
に
一
四
名
が
就
任
し
て
い
る

（
４
）

こ
と
か
ら
、
勘
定
所
の
役
人
と
代
官
が
密
接
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
幕
府
領
の
行
政
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
と
承
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

ろ
○

下
疑
な
き
や
う
に
万
事
念
入
可
レ
被
二
申
付
一
事
」
と
あ
り
、
年
貢
収
納
、
治
安
維
持
の
ほ
か
、
代
官
の
立
場
や
果
た
す
べ
き
役
割
と
任
務
が
明

確
に
な
り
、
さ
ら
に
農
政
専
管
の
老
中
を
設
定
し
て
、
勘
定
奉
行
か
ら
代
官
に
い
た
る
地
方
支
配
系
統
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
幕
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
一
○
月
、
そ
れ
ま
で
の
郡
代
・
代
官
の
諸
入
用
が
口

米
・
口
永
の
付
加
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
の
を
廃
止
し
、
各
代
官
所
の
諸
経
費
を
支
配
高
や
地
域
に
応
じ
て
直
接
支
給
す
る
方
法
に
改
正

（
２
）

し
て
い
る
。
こ
れ
は
郡
代
・
代
官
の
不
正
を
防
止
し
、
年
一
貝
の
増
徴
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
目
的
は
、
郡
代
・
代

官
の
年
貢
請
負
人
的
性
格
を
改
め
、
封
建
官
僚
的
な
徴
税
農
政
官
に
編
成
替
え
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府
の
集
権
的
な
地
方
支
配
機
構
を
確

立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
享
保
期
に
は
、
町
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
支
配
の
代
官
七
名
の
う
ち
、
田
中
休
愚
（
丘
隅
）
、
蓑
正
高
、
田
中
喜
乗
、
上
坂

法
政
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な
お
、
代
官
史
料
に
つ
い
て
、
大
野
瑞
男
氏
は
「
寛
永
末
期
の
地
方
支
配
制
度
の
確
立
に
伴
い
、
数
年
た
ら
ず
で
交
代
す
る
吏
僚
的
代
官
が

（
５
）

多
く
な
る
と
、
代
官
文
聿
皀
の
引
継
ぎ
も
少
な
く
、
維
新
変
革
に
よ
っ
て
決
定
的
に
煙
滅
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
幕
府
の
代
官
の
研
究
の
た
め
基
本
史
料
を
ど
の
よ
う
に
分
類
し
て
整
理
す
る
か
は
、
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
と
ま
つ

江
戸
幕
府
の
代
官
史
料
は
、
勘
定
所
史
料
と
同
じ
く
、
幕
府
滅
亡
時
と
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
に
お
い
て
、
大
半
が
散
逸
、
焼
失
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
的
視
野
か
ら
の
代
官
の
地
方
行
政
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

幕
府
の
代
官
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
幕
政
文
書
の
う
ち
で
は
勘
定
所
関
係
の
史
料
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
幕

じ
か
た

府
の
勘
定
所
と
代
官
史
料
は
ま
さ
に
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
旧
幕
府
領
の
地
方
文
書
の
な
か
に
は
、
代
官
及
び
そ
の

民
政
を
知
る
史
料
も
か
な
り
承
う
け
ら
れ
る
か
ら
、
調
査
の
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
旧
藩
関
係
の
史
料
の
場
合
も
、
藩
主
（
大
名
）
が
幕
閣
の

中
枢
に
あ
っ
た
り
し
た
場
合
、
幕
政
関
係
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
旧
旗
本
関
係
の
場
合
で
も
、
勘
定
所
関
係
の
役
職

な
ど
に
就
任
し
て
い
る
と
き
は
同
様
の
可
能
性
も
あ
る
。

代
官
史
料
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
す
で
に
荒
居
英
次
編
『
日
本
近
世
史
研
究
入
門
』
所
収
の
「
幕
府
直
轄
領
の
拡
大
と
代
官
」
お
よ
び
村
上

直
『
江
戸
幕
府
の
代
官
」
所
収
の
「
江
戸
幕
府
直
轄
領
と
代
官
の
研
究
動
向
」
、
ま
た
、
児
玉
幸
多
共
編
『
古
文
書
調
査
〈
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
所
収

の
「
幕
領
は
ど
の
よ
う
に
調
べ
た
ら
よ
い
か
」
・
「
幕
府
の
地
方
官
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
」
に
お
い
て
具
体
的
な
調
査
の
方
法
な
ど

の
一
幕
領
は
ど
の
」

を
記
し
て
お
い
た
。

政
形
、
川
崎
定
孝
な
ど
の
よ
う
に
特
異
な
出
目
や
経
歴
を
も
ち
、
勘
定
所
系
統
の
封
建
官
僚
的
代
官
と
は
異
な
っ
た
代
官
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
江
戸
後
期
の
代
官
就
任
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
職
制
は
寛
永
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
、
封
建
官
僚
的
組
織
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
代
官
（
郡
代
）
の
性
格
も

し
だ
い
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
代
官
の
地
方
行
政
は
、
組
織
や
性
格
お
よ
び
機
能
を
部
分

的
に
修
正
し
な
が
ら
進
行
し
た
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

ニ
江
戸
幕
府
の
代
官
史
料

五
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た
代
官
史
料
が
現
存
し
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
幕
政
・
勘
定
所
、
さ
ら
に
地
方
文
書
に
よ
っ
て
総
合
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
一
応
、
次
の
よ
う
な
角
度
か
ら
史
料
の
分
類
・
整
理
を
提
案
し
て
ゑ
た
い
。

円
幕
政
関
係
史
料
の
各
段
階
別
、
項
目
別
の
分
類
・
整
理

江
戸
幕
府
郡
代
・
代
官
に
関
す
る
研
究
は
、
全
国
的
視
野
か
ら
ふ
た
場
合
、
必
ず
し
も
充
分
な
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
し
か
し
、
江
戸
幕
府
の
政
治
の
中
心
は
、
全
国
に
分
布
し
て
い
た
幕
府
領
（
天
領
）
の
地
方
行
政
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
担
当
し
た
遠

国
奉
行
や
、
代
官
（
郡
代
）
の
地
方
官
の
施
政
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
武
家
法
は
、
幕
府
法
と
藩
法
に
大
別
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
府
法
は
徳
川
家
の
三
河
分
国
法
に
中
心
に
、
征
服
地
、
封
与
地
の

法
制
を
も
吸
収
し
て
成
長
し
た
も
の
で
、
信
玄
家
法
や
今
川
仮
名
Ｈ
録
等
の
影
響
の
他
、
全
国
的
に
は
蝋
臣
秀
吉
の
法
令
を
継
承
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
幕
府
の
代
官
関
係
の
法
令
も
、
こ
う
し
た
経
緯
を
背
景
と
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
ゑ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

ｎ
幕
政
関
係
の
史
料

幕
府
の
行
政
・
司
法
の
法
令
に
つ
い
て
は
『
徳
川
禁
令
老
」
『
御
触
書
集
成
」
『
日
本
財
政
経
済
史
料
」
『
徳
川
理
財
会
要
」
『
近
世
法
制
史
料

叢
書
』
「
条
令
拾
遺
」
「
教
令
類
纂
」
な
ど
あ
る
が
、
児
玉
幸
多
編
『
近
世
農
政
史
料
集
ｌ
江
戸
幕
府
法
令
ｌ
』
上
・
下
（
吉
川
弘
文
館
）

ｎ
幕
政
関
係
史
料
の
各
段
階
別
、

ロ
地
域
別
に
史
料
の
分
類
・
整
理

的
奥
羽
、
北
陸
、
関
東
、
東
海
、
畿
内
、
中
国
、
西
国
の
分
類
・
整
理

回
代
官
所
別
の
史
料
の
分
類
・
整
理

白
郡
代
・
代
官
（
個
人
）
別
の
史
料
の
分
類
・
整
理

四
郡
代
・
代
官
の
著
書
、
編
書
、
記
録
類
の
整
理

⑤
代
官
の
遺
跡
・
遺
物
関
係
の
分
類
・
整
理

法
政
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さ
れ
て
い
る
。

三
項
目
で
極
め
て
少
な
い
。
し
か
，

う
え
に
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

は
重
要
法
令
が
将
軍
別
・
年
代
順
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
法
令
の
推
移
を
知
る
に
は
き
わ
め
て
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
代
官
自
ら
が
、
幕

府
領
の
民
政
上
必
要
が
あ
る
た
め
法
令
集
を
編
集
し
た
、
荒
井
清
兵
衛
顕
道
編
『
牧
民
金
鑑
』
上
・
下
（
刀
江
書
院
）
と
青
山
九
八
郎
秀
堅
編

『
公
裁
録
』
（
地
人
書
館
）
も
貴
重
で
あ
る
。

「
牧
民
金
鑑
』
は
全
体
が
二
一
一
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
を
整
理
・
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
代
官
業
務
②
代
官
所
③
村
政
④
年
貢
⑤
普
請
⑥
廻
米
・
蔵
納
⑦
土
地
③
林
政
⑨
凶
荒
・
窮
民
⑩
農
政
⑪
宗
教

⑫
商
業
・
工
業
・
流
通
⑬
度
量
衡
⑭
書
籍
⑮
鉱
産
⑯
特
産
物
⑰
鷹
場
⑬
交
通
⑲
貿
易
・
警
備
⑳
刑
罰
④
訴
訟
⑳

『
公
裁
録
」
は
、
別
に
「
地
方
公
裁
録
」
『
公
裁
筆
記
」
と
も
い
い
、
化
政
期
を
中
心
に
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
ま
で
に
幕
府
が
代
官
に
あ

て
た
触
書
、
先
例
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
行
政
に
関
係
し
て
い
る
代
官
に
与
え
ら
れ
た
触
書
・
申
渡
・
回
答
書
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。
全
体
と
し
て
五
項
目
と
付
録
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
目
次
を
そ
の
ま
ま
列
挙
し
て
承
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
訴
状
糺
方
②
吟
味
物
取
捌
方
等
③
御
年
貢
・
諸
役
等
取
立
方
④
取
計
方
⑤
寺
社
⑥
吟
味
之
節
、
身
分
二
寄
、
座
席
等
⑦
質

地
・
小
作
等
③
在
方
取
締
筋
⑨
御
仕
置
看
取
計
等
⑩
心
得
方
⑪
公
事
出
入
・
盗
賊
入
牢
中
又
〈
御
仕
置
諸
入
用
・
隠
密
御
用
風
聞

糺
、
或
者
楠
も
の
囚
人
江
戸
江
差
出
候
節
、
御
入
用
立
方
⑫
御
関
所
⑬
五
街
道
触
書
其
外
、
取
締
方
等
⑭
街
道
筋
―
―
て
、
御
朱
印
其

外
二
行
逢
候
節
、
心
得
方
⑮
高
札
等
⑯
御
代
官
諸
入
用
請
取
方
等
⑰
江
戸
近
在
百
姓
地
抱
屋
敷
・
町
並
屋
敷
囲
家
作
井
譲
渡
等
⑬

御
蘆
湯
井
鉄
炮
⑲
〔
付
録
〕
盗
物
取
扱
其
外
心
得
⑳
御
年
貢
米
金
・
小
物
成
納
方
井
皆
済
期
月
其
品
品
々
御
書
付
、
御
料
所
村
々
御

林
⑫
諸
国
御
廻
米
一
件
井
買
納
等
⑬
難
破
船

こ
れ
に
よ
る
と
『
牧
民
金
鑑
」
に
比
べ
、
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
両
書
は
と
も
に
勝
手
方
と
公
事
方
に
つ
い
て
の
法
令
が
収
録

こ
の
法
令
の
具
体
的
内
容
は
、
御
代
官
・
村
役
人
・
公
事
方
心
得
の
他
、
統
制
・
制
限
に
関
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
公
事
方
は
僅
か

狽
目
で
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
γ
こ
れ
ら
が
代
官
の
直
接
執
務
す
る
内
容
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
官
所
の
機
能
を
知
る

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

①
代
官
業
務
②
代
官
所

⑫
商
業
・
工
業
・
流
通
⑬

貸
借
⑳
堂
上
⑭
そ
の
他
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代
官
の
農
政
の
た
め
の
必
携
に
地
方
書
が
あ
る
。
地
方
書
は
『
日
本
経
済
叢
書
』
『
日
本
経
済
大
典
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
『
地
方
凡
例

録
』
『
田
園
類
説
』
『
増
補
田
園
類
説
』
『
県
令
須
知
」
『
地
方
落
穂
集
』
『
聞
伝
濃
書
』
『
地
方
新
書
』
『
地
方
国
本
録
』
『
地
方
古
法
録
』
『
地
方

一
様
記
』
『
地
方
根
元
記
」
『
田
園
地
方
紀
原
』
、
ま
た
、
他
に
辻
六
郎
左
衛
門
著
「
地
方
要
集
録
』
や
『
地
方
大
概
集
』
『
算
方
地
方
大
成
』
な

ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
勝
手
方
の
内
容
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
代
官
に
関
す
る
記
載
が
多
く
あ
る
。
ま
た
、
他

に
代
官
の
上
申
請
願
に
関
す
る
文
例
や
慣
習
を
収
録
し
た
も
の
に
「
地
方
弁
要
」
が
あ
る
。

代
官
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
「
代
官
勤
役
記
」
（
記
録
）
、
「
代
官
勤
要
集
」
（
法
制
）
、
「
代
官
勤
用
留
」
（
記
録
）
、
「
代
官
古
帳
抜
華
」
（
記

録
）
、
「
代
官
雑
抄
」
（
法
制
）
、
「
代
官
所
御
預
所
誌
窺
下
控
留
」
（
法
制
）
、
「
代
官
所
掌
中
雑
記
」
、
「
代
官
勤
方
記
録
」
（
法
制
）
、
「
代
官
手
役

（
６
）

梯
代
初
心
階
集
」
（
法
制
）
、
「
代
官
留
書
」
（
法
制
）
、
「
代
官
触
留
」
（
法
制
）
、
「
代
官
役
付
」
（
法
制
）
、
「
代
官
例
要
」
（
法
制
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
歴
史
用
語
に
は
「
代
官
」
の
他
、
「
代
官
貸
付
金
」
「
代
官
頭
」
「
代
官
沙
汰
」
「
代
官
所
」
「
代
官
役
所
」
「
代
官
役
」
「
代
官
職
」
「
代
官

諸
入
用
」
「
代
官
弁
納
」
「
代
官
見
立
新
田
」
「
代
官
割
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
参
照
）
や
「
代
官
引
継
文
書
」
な
ど
が
あ
る
。

代
官
の
地
方
行
政
に
つ
ぎ
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
安
藤
博
『
徳
川
幕
府
県
治
要
略
」
（
大
正
四
年
刊
）
が
あ
る
。
こ

の
書
は
「
地
方
落
穂
集
」
「
田
園
類
説
」
「
地
方
凡
例
録
」
「
柳
本
枝
」
「
県
令
集
覧
」
「
吹
塵
録
」
「
公
裁
録
」
な
ど
の
請
書
を
引
用
し
編
集
し
た

も
の
で
、
例
言
に
は
「
本
書
は
徳
川
幕
府
県
治
の
一
斑
を
記
せ
る
も
の
な
り
、
即
ち
地
方
吏
務
の
実
況
よ
り
徴
租
以
下
一
切
の
目
を
分
ち
、
凡

て
三
十
余
種
と
す
、
皆
民
政
の
大
要
な
り
」
、
さ
ら
に
「
幕
府
牧
民
官
の
権
限
、
往
時
に
在
り
て
は
其
文
書
傭
は
ら
ず
、
今
日
よ
り
之
を
看
れ

ば
転
た
明
断
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
寛
永
・
元
禄
の
問
、
猫
且
然
り
と
す
、
故
に
本
書
は
大
約
享
保
以
降
に
就
き
之
を
統
述
す
る
も
の
と
す
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
江
戸
幕
府
の
地
方
行
政
は
、
史
料
の
関
係
で
享
保
期
以
降
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
な

お
幕
末
の
代
官
及
び
属
僚
の
手
付
・
手
代
に
つ
い
て
は
『
旧
事
諮
問
録
』
の
「
八
州
取
締
・
代
官
手
代
の
話
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
旧
幕
臣
宮
内

公
美
が
、
代
官
手
代
、
関
八
州
取
締
の
経
験
を
通
じ
て
、
質
問
に
答
え
た
も
の
で
、
内
容
も
具
体
的
で
参
考
に
な
る
。
な
お
「
徳
川
幕
府
県
治

要
略
』
は
、
確
か
に
幕
府
の
地
方
行
政
の
基
本
文
献
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
現
在
で
は
研
究
水
準
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ

新
た
な
『
江
戸
幕
府
県
治
要
略
』
の
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。

江
戸
幕
府
の
代
官
研
究
は
、
ま
ず
幕
府
薑
政
治
の
推
移
に
と
も
な
う
史
料
の
段
階
別
、
項
目
別
の
分
類
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
関
東
入
国
後
の

法
政
史
学
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三
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口
地
域
別
の
史
料
の
分
類
・
整
理

｛
郡
代
・
代
官
（
以
下
代
官
と
記
す
）
の
研
究
は
、
幕
府
領
（
天
領
）
の
研
究
と
不
可
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
広
域
の
特
性
を
把
握
し
、
代
官

行
政
の
特
色
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
県
史
や
市
・
町
史
の
類
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地
誌
編

さ
ん
事
業
は
、
悉
皆
調
査
に
よ
り
多
く
の
研
究
者
の
共
同
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
、
史
料
の
発
見
や
周
到
な
分
類
・
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特
に
旧
幕
府
領
が
分
布
し
て
い
る
県
史
は
、
各
地
の
幕
府
領
の
地
域
性
を
考
察
す
る
の
に
資
料
編
・
通
史
編
と
も
に
不
可
欠
の
基
本
史
料
と

糸
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
管
見
に
よ
る
と
、
奥
羽
地
域
で
は
、
『
山
形
県
史
』
・
『
福
島
県
史
』
が
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
な
お
「
福
島
県

史
』
は
資
料
編
四
冊
の
う
ち
に
小
名
浜
領
、
塙
微
、
川
俣
甑
、
南
山
御
蔵
入
領
に
は
「
幕
政
」
の
項
に
代
官
・
布
令
・
幕
政
の
小
項
目
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。
他
に
福
島
藩
の
幕
領
時
代
に
は
、
福
島
・
桑
折
・
岡
・
大
森
が
あ
り
、
梁
川
藩
に
も
代
官
関
係
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
藩
領
・
分
領
・
幕
領
が
錯
綜
し
て
い
る
地
域
は
、
個
別
の
幕
府
の
史
料
の
糸
で
は
地
域
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
全
貌
を
知
る
た
め
県
史
に
よ
る
代
官
支
配
の
考
察
は
、
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。

代
官
頭
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
史
料
は
、
現
在
、
単
独
・
連
署
及
び
関
連
文
書
を
含
め
一
七
○
○
点
余
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の

う
ち
和
泉
清
司
氏
『
伊
奈
忠
次
文
書
集
成
』
は
六
二
点
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
五
一
点
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
点
数
は
六
六
二
点
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
伊
奈
忠
次
文
書
は
、
寺
社
領
、
知
行
、
郷
中
定
書
、
伝
馬
、
開
発
、
年
貢
、
そ
の
他
一
般
文
書
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
検
地
は
五
か
国
時
代
を
経
て
関
東
入
国
後
は
、
伊
豆
・
武
蔵
・
相
模
・
常
陸
・
上
野
・
下
総
・
遠
江
・
尾
張
に
及
ん
で
お
り
、
忠
次
配

下
の
代
官
に
は
、
家
臣
と
幕
府
直
臣
の
手
代
代
官
の
二
系
統
の
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
大
久
保
長
安
、
彦
坂
元
正
文

書
の
分
類
・
整
理
に
よ
っ
て
初
期
幕
政
の
代
官
頭
の
果
た
し
た
役
割
も
明
確
に
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）

初
期
豪
商
代
官
に
つ
い
て
は
、
末
圭
口
家
文
書
な
ど
あ
る
が
、
敦
賀
の
田
中
清
一
ハ
な
ど
と
共
に
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

九
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関
東
は
全
域
で
県
史
が
編
さ
ん
完
結
ま
た
は
進
行
し
て
お
り
、
代
官
支
配
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
編
さ
ん
事
業

が
す
で
に
完
結
し
て
い
る
神
奈
川
県
と
栃
木
県
に
よ
っ
て
、
南
・
北
関
東
の
地
域
的
特
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
神
奈
川
県
史
』
資

料
編
の
う
ち
近
世
の
幕
領
は
二
冊
か
ら
な
り
、
近
世
前
期
の
幕
領
支
配
、
（
各
郡
の
）
貢
租
と
農
民
生
活
、
近
世
後
期
の
幕
領
と
代
官
、
政
治

の
推
移
、
幕
領
の
村
と
町
の
五
部
か
ら
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
は
近
世
三
が
、
芳
賀
郡
（
幕
領
地

域
）
真
岡
代
官
支
配
所
を
中
心
に
、
領
知
と
支
配
、
年
貢
と
諸
役
、
村
落
と
百
姓
身
分
、
入
会
と
用
水
、
交
通
と
運
輸
、
産
業
と
経
営
、
荒
廃

と
仕
法
、
村
方
騒
動
、
社
会
と
文
化
の
九
章
か
ら
な
り
、
ま
た
近
世
・
六
は
日
光
領
を
中
心
に
日
光
・
足
尾
地
域
の
史
料
が
六
章
に
分
け
て
収

録
さ
れ
て
い
る
。
関
東
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
埼
玉
県
の
『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
は
「
近
世
８
領
主
」
の
第
一
部
総
論
、
第
二
部
各

論
の
第
一
章
代
官
の
な
か
に
関
係
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
群
馬
県
史
」
は
、
近
世
の
資
料
編
全
八
冊
が
西
毛
・
北
毛
。
中
毛
・
東
毛
の

四
地
域
に
編
成
さ
れ
て
い
る
が
、
各
巻
に
は
第
一
章
領
主
、
第
一
節
の
幕
府
領
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
関
東
の
各
県
史
は
、
県
域
の
旧
幕
府
領
の
分
布
の
状
態
に
よ
っ
て
代
官
お
よ
び
幕
領
関
係
の
史
料
の
収
録
が
異
な
る
が
、
関
東

全
域
の
地
域
的
特
性
を
知
る
う
え
で
は
必
読
の
基
本
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

他
に
幕
府
領
の
史
料
を
収
録
し
た
貴
重
な
県
史
に
は
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
近
世
二
」
の
支
配
関
係
史
料
の
第
二
部
領
主

の
項
に
は
、
「
幕
額
代
官
」
、
第
三
部
支
配
行
政
に
は
法
制
・
施
政
に
「
直
領
」
の
代
官
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
県
域
に
は
美
濃
郡
代
（
笠

松
）
・
飛
騨
郡
代
（
高
山
）
役
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
直
接
、
郡
代
・
代
官
史
料
で
あ
る
注
目
す
べ
き
文
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

代
官
史
料
は
、
旧
幕
府
領
が
分
布
し
た
地
域
に
承
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
か
ら
越
後
、
信
濃
、
駿
河
、
遠
江
、
一
一
一
河
、
畿
内
、
備
前
、
備
中
、

石
見
、
豊
後
の
各
県
史
に
は
、
数
多
く
の
関
係
史
料
が
収
載
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
関
東
の
代
官
史
料
で
は
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
旧
幕
府
領
に
は
、
陣
屋
支
配
の
他
、
相
代
官
制
な
ど
の
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
代
官

頭
の
消
滅
後
、
南
閏
東
の
相
模
国
の
一
部
に
は
相
代
官
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
。
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
○
）
一
二
月
、
相
模
国
淘
綾
郡
中

里
村
（
二
宮
村
）
や
大
住
郡
羽
根
村
（
秦
野
市
）
の
年
貢
割
付
状
に
は
、
中
川
勘
助
・
興
津
甚
左
衛
門
・
有
谷
善
一
一
一
・
大
谷
清
兵
衛
・
坪
井
次
右

法
政
史
学
第
三
十
八
号
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関
東
地
方
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代
官
史
料
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（
８
）

衛
門
の
五
名
の
署
名
が
承
ら
れ
る
。
こ
れ
が
相
代
官
の
は
じ
め
で
あ
る
。
相
代
官
は
大
住
郡
中
原
代
官
陣
屋
に
特
徴
的
に
承
ら
れ
る
が
、
寛
文

年
間
に
は
、
代
官
の
単
独
支
配
と
な
り
相
代
官
制
は
消
滅
し
た
。
こ
の
相
代
官
制
は
、
南
関
東
の
前
期
幕
府
直
轄
領
の
地
域
的
特
性
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
武
蔵
国
足
立
郡
で
は
代
官
一
一
名
の
相
給
支
配
が
「
武
蔵
田
園
簿
」
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
、
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
鈴
谷
村
（
下
組
）
、
士
川
村
新
田
、
遊
馬
村
で
は
代
官
川
田
玄
蕃
の
失
脚
後
、
蔭
山
外
記
・
宮
村
孫
左
衛
門
・
鵜
飼
左

十
郎
の
三
代
官
が
年
貢
割
付
状
に
署
名
し
て
お
り
、
明
和
七
年
以
後
は
蔭
山
・
宮
村
代
官
の
立
合
に
な
っ
て
、
鈴
谷
・
士
昌
村
新
田
で
は
安
永

（
９
）

五
年
（
一
七
七
六
）
に
及
ん
で
い
る
。
｜
村
を
一
一
名
の
代
官
に
よ
り
短
期
間
支
配
す
る
立
〈
口
代
官
制
は
全
国
的
に
ｊ
も
承
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
相
代
官
制
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

代
官
（
郡
代
を
含
む
）
史
料
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
代
官
所
別
の
個
別
史
料
の
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
現
存
し

て
い
る
代
官
文
書
と
し
て
は
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
飛
騨
郡
代
高
山
陣
屋
文
書
と
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
文
書
が
あ
る
。
こ
の

文
書
の
全
貌
は
『
飛
騨
郡
代
高
山
陣
屋
文
書
目
録
』
（
昭
五
八
年
刊
）
と
『
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
提
方
役
所
文
書
」
（
郷
土
資
料
目
録
第
２
集
、
昭

和
三
八
年
刊
）
に
よ
っ
て
分
か
る
。
他
に
静
岡
県
田
方
郡
韮
川
町
江
川
文
庫
所
蔵
の
伊
豆
韮
山
代
官
江
川
家
文
書
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
の
田
中
家
文
書
・
同
記
録
、
長
崎
県
立
図
評
館
所
蔵
の
長
崎
代
官
史
料
が
あ
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
所
蔵
の
幕
末
期
の

支
配
勘
定
長
坂
氏
記
録
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

こ
の
他
、
管
見
に
よ
る
と
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
の
出
羽
国
村
山
郡
関
係
文
書
は
注
目
さ
れ
、
目
録
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

福
島
県
史
文
化
セ
ン
タ
ー
歴
史
資
料
館
で
は
、
福
島
県
下
の
幕
府
領
関
係
の
史
料
を
集
中
的
に
整
理
し
て
お
り
、
寄
託
文
書
を
中
心
に
『
歴
史

資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
地
方
文
書
に
つ
い
て
、
「
代
官
と
幕
政
」
の
項
目
を
立
て
、
代
官
・
法
度
・
布

令
・
幕
政
な
ど
に
分
類
し
て
い
る
。
な
お
、
国
立
史
料
館
の
『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
に
よ
る
と
、
例
え
ば
幕
府
領
の
村
で
あ
る
「
信
濃
国

硴
繍
棚
士
屋
家
文
書
目
録
」
に
は
、
支
配
の
項
目
に
「
代
官
」
を
立
て
、
支
配
交
代
、
陣
屋
、
巡
見
・
廻
村
、
御
尋
答
書
、
建
白
、
孝
子
褒
賞

に
分
け
て
い
る
。

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

五
代
官
所
別
の
史
料
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代
官
史
料
に
お
い
て
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
旧
代
官
町
所
在
地
の
市
史
及
び
町
村
史
で
あ
る
。
県
史
は
何
分
に
も
広
域
で
あ
り
、

地
域
的
特
性
を
知
る
に
は
有
益
で
あ
る
が
、
き
め
細
か
い
史
料
に
つ
い
て
は
市
・
町
・
村
史
の
収
集
史
料
が
重
要
で
あ
る
。
次
に
筆
者
の
所
蔵

す
る
地
誌
の
う
ち
三
、
四
を
紹
介
し
て
承
る
こ
と
に
す
る
。

代
官
頭
の
系
譜
を
引
く
関
東
郡
代
伊
奈
氏
の
赤
山
陣
屋
が
あ
っ
た
埼
玉
県
の
『
川
口
市
史
』
近
世
資
料
編
１
は
、
第
一
章
支
配
、
第
二
節
関

東
郡
代
伊
奈
氏
と
赤
山
陣
屋
に
は
、
伊
奈
家
、
源
長
寺
、
赤
山
陣
屋
関
係
の
在
地
史
料
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
前
期
の
文
書
は

き
わ
め
て
少
な
く
残
存
度
は
低
い
。
磐
城
国
小
名
浜
代
官
所
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
三
月
以
降
、
周
辺
の
幕
府
領
支
配
の
中
心
と
し
て
設

置
さ
れ
た
。
『
い
わ
き
市
史
』
第
九
巻
、
近
世
資
料
の
「
幕
領
小
名
浜
」
に
は
、
代
官
、
領
域
、
布
令
、
五
人
組
、
寺
西
代
官
、
備
金
等
の
小

項
目
に
関
係
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
塙
代
官
所
は
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
二
月
以
降
、
幕
府
領
の
中
心
に
な
っ
た
。
『
塙
町

史
』
第
二
巻
資
料
編
１
の
第
四
編
近
世
に
は
、
代
官
と
幕
政
、
村
と
町
、
産
業
、
交
通
、
一
侯
・
訴
願
、
寺
社
に
分
類
さ
れ
、
関
係
文
書
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
こ
の
う
ち
代
官
と
幕
政
は
、
さ
ら
に
代
官
（
藩
主
）
、
法
度
・
布
令
、
幕
政
・
藩
政
、
水
戸
藩
と
境
界
争
論
、
天
狗

党
の
五
つ
の
小
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

越
後
国
の
代
官
所
は
、
幕
府
領
の
広
域
分
布
に
よ
り
代
官
所
も
出
雲
崎
・
水
原
・
川
浦
・
脇
野
町
や
新
井
な
ど
各
地
に
分
布
し
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
蒲
原
郡
水
原
代
官
所
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
七
月
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
『
水
原
町
編
年
史
』
第
一
巻
に
よ
る
と
、
第
六
章

下
越
後
の
中
枢
・
水
原
代
官
所
他
、
一
二
章
に
わ
た
り
代
官
関
係
史
料
を
編
年
で
配
列
、
収
録
し
て
い
る
。
真
岡
代
官
所
は
、
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
以
後
、
下
野
国
芳
賀
郡
の
幕
府
領
の
支
配
の
中
心
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
『
真
岡
市
史
』
第
三
巻
、
近
世
史
料
編
に
は
、
第
一
章
村

々
の
概
況
、
第
二
章
農
村
荒
廃
と
復
興
仕
法
の
第
二
節
に
代
官
仕
法
が
六
九
点
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
第
四
節
報
徳
仕
法
、
ま
た
第
四
章
幕
末

維
新
期
の
真
岡
地
方
で
は
、
代
官
所
の
崩
壊
過
程
の
関
係
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
史
料
に
基
き
但
馬
国
生
野
代
官
を
編
年
的
に
ま
と

め
た
生
野
町
の
『
生
野
史
３
校
補
代
官
編
』
（
大
田
虎
一
箸
・
柏
村
儀
作
校
補
）
。
磐
田
市
誌
編
纂
委
員
会
の
『
中
泉
代
官
」
も
あ
る
。

以
上
、
旧
代
官
所
の
関
係
あ
る
市
や
町
で
史
料
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
そ
の
他
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
資
料
・
史
料
集
の
編
さ
ん
は

多
彩
で
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
的
視
野
か
ら
幕
府
領
や
代
官
関
係
史
料
を
考
察
し
て
い
こ
う
と
す
る
場
合
、
や
ば
り
県

史
・
市
町
村
史
の
史
料
を
検
討
し
、
再
編
成
し
て
承
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
官
関
係
史
料
を
ど
の
よ
う
に
分
類
・
整
理
し
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て
い
く
か
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
い
っ
て
よ
い
。

代
官
所
中
心
と
し
た
個
人
の
編
著
に
よ
る
史
料
集
に
は
、
他
に
佐
藤
吉
太
郎
箸
『
出
雲
崎
一
編
年
史
』
上
・
中
下
が
あ
り
、
越
後
国
出
雲
崎
代
官

所
の
編
年
的
推
移
を
、
史
料
に
基
き
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
森
永
種
夫
編
『
長
崎
代
官
記
録
集
」
上
中
下
は
、
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
の

「
御
用
留
」
「
諸
司
附
札
留
」
「
諸
事
留
」
「
諸
書
留
」
「
申
上
留
」
な
ど
か
ら
、
長
崎
代
官
に
関
す
る
も
の
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

中
島
穂
外
『
天
領
信
濃
坂
木
・
中
之
城
陣
屋
乃
新
研
究
』
も
貴
重
な
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
代
官
史
料
集
と
し
て
は
、
村
上
直
・
荒
川
秀

俊
編
『
江
戸
幕
府
代
官
史
料
ｌ
際
令
集
覧
ｌ
』
が
あ
る
“
こ
れ
は
天
保
一
○
年
（
’
八
三
九
）
以
降
、
幕
府
の
郡
代
・
代
官
と
役
所
別
属

僚
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
木
版
剛
の
「
県
令
集
覧
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
上
直
校
一
打
『
江
戸
幕
府
郡
代
代
官
史
料
集
』

は
、
郡
代
・
代
官
・
手
代
の
起
請
文
の
他
、
各
地
の
代
官
所
の
貴
重
史
料
の
う
ち
、
「
勤
要
集
」
「
御
代
官
極
秘
」
「
雑
当
用
控
記
」
「
年
中
行

事
」
「
御
定
法
書
」
西
国
筋
郡
代
の
「
申
送
書
」
及
び
郡
代
・
代
官
の
経
歴
を
記
し
た
「
県
令
譜
」
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
国
の
代
官
一
覧
や
経
歴
を
承
る
に
は
、
『
武
鑑
』
や
「
県
令
集
覧
」
「
県
令
譜
」
の
他
、
幕
府
の
勘
定
所
史
料
（
「
御
代
官
井
御
預
所
御
物
成

納
払
御
勘
定
帳
」
等
）
が
あ
る
。
ま
た
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
や
『
柳
営
補
任
』
の
他
、
「
略
譜
」
「
干
城
録
」
が
参
考
資
料
と
な
る
。

近
世
史
料
の
所
在
構
造
に
つ
い
て
、
鈴
木
寿
氏
は
領
主
方
史
料
を
武
家
・
公
家
・
寺
社
史
料
の
二
分
野
に
分
け
、
そ
の
中
軸
的
地
位
に
あ
る

武
家
史
料
を
、
さ
ら
に
幕
府
史
料
と
藩
史
料
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
幕
府
史
料
は
、
私
的
な
家
史
料
（
将
軍
家
・
幕
臣
家
）
と
公
的
な
役

所
史
料
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
幕
庁
史
料
（
幕
府
役
所
史
料
）
は
、
天
領
代
官
所
・
凹
都
町
奉
行
所
・
遠
国
奉
行
所
の
三
本
建
か
ら
成

っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
．
役
書
文
書
の
通
達
方
法
は
、
一
般
に
法
度
・
達
・
触
書
な
ど
の
幕
府
法
令
は
、
御
用
部
屋
（
老
中
）
１
大
目

付
・
日
付
・
三
奉
行
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
郡
代
・
代
官
に
は
勘
定
奉
行
よ
り
通
達
さ
れ
、
幕
府
領
（
天
領
）
に
は
郡
代
・
代
官
か

（
Ⅲ
）

ら
達
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
代
官
役
所
の
史
料
は
、
こ
う
し
た
上
意
下
達
の
過
程
の
な
か
で
、
幕
府
領
向
け
、
勘
定
奉
行
向
け
伺

書
、
ま
た
、
代
官
所
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
役
所
で
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
代
官
所
史
料
は
、
伝
存
状
況
は
良
好
で
な
い
た
め
、
き
わ

め
て
少
な
い
。
そ
の
た
め
大
名
・
旗
本
所
蔵
文
書
や
幕
府
領
周
辺
の
地
方
文
書
の
な
か
か
ら
補
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

代
官
所
史
料
に
つ
い
て
は
、
未
だ
古
文
書
学
的
体
系
が
不
十
分
で
あ
る
が
現
存
史
料
に
は
次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。

御
代
官
支
配
国
郡
村
名
高
帳
、
御
代
官
支
配
替
申
渡
書
、
御
代
官
様
代
々
御
名
前
帳
、
御
代
官
姓
名
書
、
代
官
・
手
代
・
書
役
姓
名
帳
、

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）
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代
官
所
記
録
に
は
、
役
所
日
記
・
御
用
留
（
公
事
方
・
貸
付
方
な
ど
）
・
被
仰
渡
留
・
一
件
留
・
置
証
文
留
・
廻
状
留
・
文
通
留
、
普
請
の
仕

様
帳
・
目
論
見
帳
・
出
来
形
帳
・
割
符
帳
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
代
官
役
所
作
成
文
書
・
帳
簿
の
作
成
月
日
、
ま
た
、
提
出
先
の
勘
定
所
掛
、
形
態
、
料
紙
や
書
式
な
ど
を
検
討
し
、
代
官

史
料
の
古
文
書
学
的
な
分
顛
・
整
理
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

目
郡
代
・
代
官
（
個
人
）
別
の
史
料
の
分
類
・
整
理

江
戸
幕
府
の
個
人
の
郡
代
・
代
官
別
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
た
数
で
あ
る
。
史
料
を
含
め
た

も
の
と
し
て
、
戦
前
で
は
永
山
卯
三
郎
『
早
川
代
官
』
、
茨
城
県
内
務
部
編
「
代
官
竹
垣
翁
事
蹟
考
』
、
重
田
定
一
「
岡
田
寒
泉
伝
」
、
石
田
貞

彦
「
民
政
家
塩
公
事
歴
』
、
金
沢
春
友
『
寺
西
代
官
治
績
集
』
、
渡
辺
誠
道
『
伊
奈
氏
贈
位
欽
仰
録
』
、
岸
本
順
吉
『
幕
府
代
官
、
正
五
位
岸
本

武
太
夫
君
事
蹟
』
、
花
士
文
太
郎
『
民
政
資
料
久
世
代
官
早
川
八
郎
左
衛
門
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
戦
後
に
は
石
川
準
吉
『
江
戸
時
代
代
官
制

帳
。
ま
聖

が
あ
る
。

地
役
人
申
請
書
上
、
御
代
官
替
留
、
御
支
配
交
代
付
覚
書
、
郡
中
定
法
帳
、
代
官
勤
方
定
書
、
年
中
行
事
、
役
所
日
記
御
用
留
、
出
役
入

用
明
細
書
、
御
用
状
継
立
帳
、
御
料
所
御
巡
見
覚
書
帳
、
御
国
廻
御
巡
見
人
馬
割
帳
、
役
所
入
用
品
々
値
段
付
、
御
領
所
取
立
帳
、
代
官

法
度
、
代
官
申
渡
書
、
代
官
所
支
配
村
々
仕
法
心
得
書
、
等
。

な
お
、
大
野
端
男
氏
は
、
江
戸
幕
府
の
勘
定
所
と
代
官
所
・
預
所
と
の
間
で
授
受
さ
れ
る
財
政
史
料
の
基
本
類
型
お
よ
び
相
互
関
係
を
検
討

（
、
）

さ
れ
て
い
る
が
、
代
官
所
文
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
勘
定
所
か
ら
代
官
所
宛
の
達
書
、
年
貢
等
の
納
札
・
季
雨
取
書

類
。
各
方
面
の
伺
書
付
札
、
伺
書
控
。
代
官
所
か
ら
勘
定
所
に
進
達
し
た
地
方
諸
帳
簿
（
取
箇
帳
・
年
貢
割
付
・
年
貢
石
代
直
段
書
付
・
納
払

明
細
帳
・
年
貢
米
金
皆
済
目
録
・
成
箇
御
帳
・
勤
方
帳
・
村
鑑
大
概
帳
・
高
国
郡
村
名
帳
・
高
国
郡
訳
帳
・
手
付
手
代
分
限
高
書
付
の
控
）
。

勘
定
所
よ
り
下
付
の
地
方
勘
定
帳
・
御
金
蔵
勘
定
帳
本
紙
、
さ
ら
に
こ
の
元
に
な
っ
た
下
組
帳
・
仕
出
類
二
村
限
帳
・
厘
附
帳
・
差
引

帳
。
ま
た
村
方
よ
り
の
願
書
・
請
書
・
届
書
・
宗
門
人
別
改
帳
。
家
数
人
別
増
減
帳
・
鉄
砲
改
張
・
酒
株
帳
・
村
差
出
明
細
帳
・
村
絵
図
な
ど
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Ｑ
郡
代
・
代
官
の
箸
・
編
書
、
記
録
類
の
整
理

郡
代
・
代
官
の
著
書
・
編
壽
の
類
は
比
較
的
多
い
。
と
く
に
享
保
期
以
降
に
な
る
と
、
地
方
巧
者
が
新
田
開
発
や
農
業
技
術
、
生
産
力
の
向

上
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
記
録
や
地
方
書
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
期
以
降
に
は
、
儒
者
よ
り
代
官
へ
の
任
命
も
あ

り
、
箸
・
編
書
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

享
保
期
に
支
配
勘
定
か
ら
短
期
間
代
官
支
配
を
行
っ
た
田
中
休
愚
（
丘
隅
）
は
「
民
間
省
要
」
『
冠
帯
筆
記
』
「
治
水
要
方
』
『
治
民
策
』
休

恩
の
女
婿
で
あ
る
簔
笠
之
助
正
高
の
『
農
家
慣
行
』
、
小
宮
山
杢
之
進
『
田
園
類
説
』
『
地
方
問
答
書
』
『
正
界
録
』
。
辻
六
郎
左
衛
門
守
参
『
辻

度
の
研
究
』
。
戸
羽
山
職
編
著
『
江
川
坦
庵
全
集
』
本
巻
１
．
別
巻
３
。
ま
た
、
竹
垣
直
温
・
岸
本
就
美
代
官
関
係
の
史
料
を
再
編
集
し
て
一

冊
に
ま
と
め
た
村
上
直
『
竹
垣
・
岸
本
代
官
民
政
資
料
』
が
あ
る
。
内
容
は
竹
垣
代
官
の
徳
政
の
箇
条
書
に
対
す
る
請
書
、
村
方
小
入
用
倹
約

仕
法
書
、
奇
特
者
及
び
窮
民
等
書
上
帳
、
貯
穀
仕
法
の
請
書
・
覚
書
・
諸
手
当
願
書
・
覚
書
他
。
岸
本
代
官
の
文
化
二
年
、
同
七
年
の
文
書
他

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
史
料
が
現
存
し
て
い
な
い
点
で
貴
重
な
記
録
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
は
文
化
一
三

年
か
ら
文
政
元
年
に
か
け
て
の
「
竹
垣
直
温
日
記
」
一
一
一
冊
が
あ
る
。
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
の
『
高
翁
家
録
』
は
武
蔵
野
新
田
開
発
を
中
心
と
し

た
川
崎
代
官
の
事
績
録
で
あ
る
が
、
原
史
料
が
見
当
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
内
容
の
「
御
代
官
川
崎
平
右
衛
門
発
起
書
」
（
比
留
間
家
文
書
）

が
貴
重
で
あ
る
。
他
に
林
伊
太
郎
（
鶴
梁
）
代
官
に
は
坂
口
筑
母
『
小
伝
林
鶴
梁
』
三
冊
が
詳
細
で
あ
る
。

手
附
・
手
代
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
飛
騨
代
官
小
出
大
助
の
手
付
で
あ
っ
た
館
雄
次
郎
（
抑
湾
）
の
資
料
集
で
あ
る
渡
辺
秀
英
「
館
柳

湾
資
料
集
』
が
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
末
期
、
四
十
余
年
に
わ
た
っ
て
長
崎
代
官
高
木
作
右
衛
門
の
手
代
を
務
め
た
金
井
八
郎
の
覚
壽
で
あ
る
、

『
長
崎
代
官
手
代
控
ｌ
金
井
八
郎
備
考
録
』
は
、
代
官
所
で
の
執
務
上
の
記
録
で
あ
る
・
手
附
・
手
代
の
日
記
類
は
必
し
蝋
多
く
は
な
い

が
、
手
附
・
手
代
の
子
孫
が
所
持
し
て
い
る
記
録
に
み
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
江
戸
近
郊
の
幕
府
領
の
支
配
に
当
っ
た
手
代
臼
井

猶
平
の
日
記
抄
で
あ
る
「
在
出
日
記
」
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

郡
代
・
代
官
さ
ら
に
手
付
や
手
代
な
ど
の
属
僚
の
日
記
や
執
務
記
録
は
、
代
官
資
料
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
り
、
代
官
所
の
実
態
を
知
る
た

め
に
も
今
後
の
発
見
を
期
待
し
た
い
。

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

一

五
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六
郎
左
衛
門
上
書
』
（
「
辻
氏
献
可
録
」
）
。
早
川
八
郎
左
衛
門
正
紀
『
久
世
条
教
』
『
久
世
条
教
談
話
」
『
麦
稲
陰
陽
伝
」
『
六
教
解
』
。
安
井
仲
平

（
息
軒
）
『
救
急
或
問
』
他
。
築
山
茂
左
衛
門
『
刑
縢
須
知
』
。
長
谷
川
庄
五
郎
忠
崇
『
飛
州
志
」
『
飛
騨
雷
鳥
記
』
。
寺
西
重
次
郎
『
子
孫
繁
昌
手

引
草
」
、
寺
西
直
次
郎
『
明
石
流
玉
揚
火
式
目
』
、
塩
谷
大
四
郎
正
義
「
奉
仕
要
録
』
『
孝
行
和
讃
」
。
岡
田
清
助
恕
（
寒
泉
）
『
寒
泉
精
舎
遺
稿
』

『
寒
泉
文
集
」
『
幼
学
指
要
」
『
幼
学
必
読
」
。
羽
倉
外
記
用
九
（
簡
堂
）
に
は
伊
豆
諸
島
巡
見
日
記
で
あ
る
「
南
汎
録
』
『
南
汎
録
読
編
』
『
駿
菖

府
志
』
『
駿
府
志
略
』
『
撰
書
』
『
不
尽
嶽
志
』
『
劇
盗
忠
二
小
伝
」
他
。
一
一
一
河
口
大
忠
『
伊
豆
日
記
』
『
八
丈
島
申
渡
類
」
・
林
伊
太
郎
長
儒
（
鶴

梁
）
『
鶴
梁
林
先
生
日
記
」
『
酔
亭
詩
話
』
『
鶴
梁
文
紗
』
他
。
森
田
清
行
（
桂
園
）
『
桂
園
詩
稿
』
『
航
海
雑
誌
』
『
亜
行
日
記
』
江
川
太
郎
左

衛
門
英
竜
の
『
伊
豆
七
島
記
」
『
大
島
山
火
記
』
『
坦
庵
詩
稿
」
『
反
射
炉
御
取
建
日
記
」
。
多
羅
尾
氏
純
の
「
沢
田
川
久
爾
都
能
考
』
『
多
羅
尾

村
の
年
中
行
事
』
『
薊
萩
峯
色
風
俗
』
他
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
他
に
も
郡
代
・
代
官
執
筆
に
よ
る
書
物
が
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
代
官
の
思
想
を
知
る
た
め
に
も
今
後
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

□
郡
代
・
代
官
の
遺
跡
・
遺
物
関
係
の
分
類
・
整
理

郡
代
・
代
官
の
研
究
は
、
古
文
書
・
文
献
に
よ
る
代
官
史
料
と
は
別
に
、
金
石
文
や
神
社
・
墓
地
ま
た
陣
屋
跡
な
ど
に
よ
る
代
官
資
料
も
必

要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
生
祠
・
紀
行
碑
・
顕
彰
碑
・
仁
政
碑
の
碑
文
に
よ
っ
て
、
文
献
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
後
日
、
稿
を
改

め
て
考
察
し
て
承
た
い
と
思
う
。

江
戸
幕
府
の
代
官
研
究
は
、
幕
府
政
治
の
展
開
と
幕
府
領
（
天
領
）
全
体
の
総
合
的
研
究
し
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
｜
般
的
に
は

幕
府
の
支
配
構
造
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
幕
府
領
を
量
的
な
大
き
さ
や
多
様
性
の
承
を
重
視
す
る

の
で
は
な
く
、
幕
府
領
が
そ
の
上
に
立
っ
て
い
る
幕
府
の
政
治
機
構
と
と
も
に
国
家
的
支
配
の
基
礎
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
幕
府

領
支
配
の
実
態
の
分
析
を
通
じ
て
「
公
儀
御
料
」
と
し
て
の
歴
史
的
性
格
を
検
討
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
糸
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

も
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
代
官
史
料
の
分
類
と
整
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
地
域
別
な
個
別
研
究
を
積
糸
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要

法
政
史
学
第
三
十
八
号

お
わ
り
に

’
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ハ
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で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
は
代
官
史
料
を
、
で
き
る
だ
け
刊
行
し
、
研
究
者
の
共
有
財
産
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
、
代
官
の
移
動
表
の
作
成
も
急
務
で
あ
る
。
代
官
（
郡
代
）
研
究
を
進
め
て
い
く
に
ば
、
藩
領
に
比
べ

（
皿
）

て
き
わ
め
て
遅
れ
て
い
る
代
官
史
料
の
古
文
書
学
的
体
系
と
、
分
類
・
整
理
が
明
確
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
雷
一
要
で
あ
る
と
由
し
う
。
そ
れ
に
は

各
地
の
代
官
所
史
料
の
す
べ
て
が
発
掘
に
よ
っ
て
一
斉
に
出
揃
う
こ
と
が
何
と
い
っ
て
も
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
論
文
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
日
本
古
文
書
学
会
大
会
で
発
表
し
た
「
江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
」
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
付
記
」

／■、／■、／~、／~､／~、／~、／~、／~、

1１１０９８７６５４
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、_ノミーノ、_ノ

（
、
）
大
野
瑞
男
「
近
世
古
文
書
学
の
課
題
」
『
歴
史
評
論
」
三
八
九
号
。

江
戸
幕
府
代
官
史
料
の
性
格
（
村
上
）

大
石
学
「
大
岡
越
前
守
支
配
代
官
と
勘
定
所
機
構
の
改
革
」
『
関
東
近
世
史
研
究
」
二
・

平
凡
社
『
大
百
科
事
典
』
８
巻
「
代
官
」
。

『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻
に
よ
る
。

村
上
直
「
初
期
豪
商
代
官
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
田
中
清
六
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
近
世
の
都
市
と
在
郷
商
人
』
所
収
）

『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
２
近
世
⑩
一
九
九
頁
。
『
近
世
平
塚
の
領
主
た
ち
」
一
一
三
頁
。

『
与
野
市
史
」
中
．
近
世
史
料
編
、
六
三
八
頁
。
遠
藤
芳
行
「
年
貢
徴
収
動
向
に
ふ
る
相
給
支
配
形
態
に
つ
い
て
」
（
卒
業
論
文
）

鈴
木
寿
「
近
世
史
料
論
」
弓
岩
波
講
座
・
日
本
歴
史
』
妬
別
巻
２
所
収
）

大
野
瑞
男
「
幕
府
勘
定
所
勝
手
方
記
録
の
体
系
ｌ
幕
府
財
政
史
料
の
類
型
論
序
説
Ｉ
（
そ
の
一
～
｜
｜
｜
）
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
五
～
七
号
．
同

「
幕
府
領
貢
租
・
財
政
史
料
の
体
系
ｌ
大
名
預
所
財
政
史
料
の
相
互
関
係
か
ら
Ｉ
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
’
○
号
。
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
」

村
上
直
「
江
一
｛

史
学
』
三
四
。

８
巻
「
代
官
」

「
御
触
書
寛
保
集
成
」
一
一
一
二
二
号
。

「
御
触
書
寛
保
集
成
」
一
一
一
三
一
一
一
号
。

烟
上
直
「
江
戸
幕
府
直
轄
領
の
地
域
的
分
布
に
つ
い
て
」
「
法
政
史
学
』
二
五
。
同
「
近
世
後
期
、
幕
府
直
轄
領
の
地
域
的
分
布
に
つ
い
て
」
『
法
政

一

七
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